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綜 説

京 都 の 結 核(Ⅱ）

土 屋 忠 良

第1章 緒 言

 明治、大正及び昭和の初期時代を通 じ、何十年にも

亘つて凡ての有力な死因をなす疾病中、毎常Rank[

をつづけ来つたTuberculosis(Tuberkulose)は,

1939年 に皇后 陛下のT.Bに 対するPrevention and

exterminationの 御言葉並に終戦後厚生省を始め各都

道府県が相競つて施行 した大 々的な結核予防撲滅特別

計画が著 しく効を奏 してか、そのmortality(Morta-

Iit舩)は 年次逓減の一途を辿るの好成績 を挙げ、1952

年には厚生省主催で結核死亡半減記念式典を挙行する

までに至つた ことは、Japanese Public Heaithの た

め誠に快心に堪えない ところである。

 京都府に在 りても亦御多聞に漏れず1940年 、当時府

衛生課長であつた著者の樹立 した京都府結核予防撲滅

10ケ年計画の実施が、図 らず も各方面 より極めて熱心

に協賛を賜は り hと 奏効 してか、1951年 には何10年

とい う永きに亘 り死因疾病のRank lを つづけ来つた

Tuberculosisも 本当に久方振 りで1をCerebral apo-

plexyに 、 皿をMalignant tumor(Malignom)に

ゆつつてRank皿 に下 り、更に1953年 にはRank lD

をSenility(Altersschw臘he)に 任せ て、 Rank li"

に後退 し、以来引きつづきRank lV以 上に上 昇 した

ことの無きことは、一応大 きな功績であつた と甚だ潜

越ではあるが今でも耳卯か 自惚れさせ られて 居ると こ

ろである。

 筆者はこの機会に当時卒直に樹立 したFlanを 追想

し之が実施に よる其後の事業概況を報告 し、併せて一

般京都府市民の御参考に供すると共に関係各位の御協

賛を心か ら感謝 し之に報いん とする所以である。

第2章  京都府結核予防撲滅計画

京 都府 に於け るT・Bmortalityは 、 大 正 よ り昭和

:;On the Tut)erculosis in Kyoto Prefecture ,

 Report Q
難 本 学 教 授 医 博

の初期に至る20ケ年に亘 り毎常極めて高 く、全国的に

観るとRank j～ 皿を上下し、 Rank V以 下に下降 し

た事例は殆んどこれ無 しとい う実績をつづけ来たつた

ところか ら誰云 うとな く京都府を結核京都 とい うbad

nameを さえつけて呼ばれ居たことは誠に憂 うべ き実

情であつた。

 殊に1939年 の如きは、T. B mortalityは 日本全国平

均10.000対21・2な るに対 し京都府は26・3の 高率で,

石川、富山の2県 に次ぎRank皿 のhigh rateを 呈 し

居る全国的の統計に一驚 させ られたのは当時広島県 よ

り京都府着任早 々の折柄であつた。そ こで着任第1の

仕事 として,不 取敢1940年 の4月 には京都府結核予防

撲滅10ケ 年計画を樹立 し各方面に之が協力実施方を呼

びかけたのである。

 本Planの 重点はTuberculosis(Tuberkulose)に

対するPrevention(Vorbeugung). early diagnosis

and early treatment(Fr�diagnose und Fr�be-

handlung)を 始とし,要 注意老対策,要 休養者対策,

要療養者対策を主 とし,次 の10項 目であつた。

1)府 立結核療養所の新設

2)既 設の国,公,私 立結核病院,療 養所の増床

3)伝 染病院,隔 離病舎若 しくは各科有休病棟,病 床

  を一時結核病棟,病 床に転用

4)健 民修練所の設置

5)健i康 相談所の設置勧奨

6)結 核患者へ食糧の増配,栄 養品の特配

7)結 核患家に対する生活の保障

8)接 客業態者の検診

9)予 防,消 毒方法の指導督励

10)衛 生思想の普及徹底

第3章 実 施 成 績

      第1節 丁.Bbedの 確 保

 T.BPteventionの 第1は, T. B bedsの 確 保で

あ る と云わ れて 居るが,本plan樹 立 当 時の1940年 に

於 け る京都府 に 在 りては,年 々約5.000名 も のT・B
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death3老 のあるにも拘は らず,国 公私立 丁. B hO舊i-

tals and sanatoriumsのall bed数 は,そ の半に も

達 しない。2.000bedに 過ぎない実情であつた。

 従来の常識 としては,そ の道府県に於けるT.B bed

数の最小限度は,そ の1ケ 年に於けるT.B死 亡者 と

同数だけは無 くてはな らない と云われて居たところで

ある。

 然か も近畿地方に在 りても}所 謂三等県 と云われ居

る滋賀県,奈 良県にさえ県立のSanatoriumが 既設せ

られ活躍 し居るのにT.B Kyotoのbad llameを さい

冠せ られ居る京都府に純公立のSanatoriumの これ無

きは果 して何 うした ことか。

 余は京都府の最高衛生主脳者の立場に於て,此 の際

府立のSanatoriulnを 丹波,丹 後,南 山 城の3地 域

に順次1ケ 所宛の設置を計画 したのであつたが,そ れ

には歳末に開かれる京都府会の議決を経なければな ら

ないので今直にとい うわけには参 らない。

 日暮れて道尚遠 しの感なきに しも非 ざりしことか ら

余は幸に現在府下各地の市町村 立のisolation hospi-

tals(die Isolierbaracke)の 大半はpatients of acute

infectiou3 di鵠ase3の 著 しき発生減か ら使用休止のも

のの多 きに鑑iみ こうした有休のrooms and bedsを

一時T .Broっm3 and bed艪ﾉ 転用せ しめるとか,既

設のT.B hoごP1ta13やSanatoriumsを して 出来るだ

け増床せ しめる等合理的な応急策として懲愚 したので

あつた。

 ところが本planは 案外に好評を博 し,国 公私立 の

hgspitalsやsanatoriumsは 競 うて増築,増 床 し,京都

市立伝染病院の如 きは5病 棟中の1病 棟全館を仕切つ

てT.B病 棟に転用,急 場 の増床に協力せ られたが195

8年 の今 日に至る も尚引き つづき 利用中で ある等本

plan樹 立僅か2ケ 年に してbedも3200を 確保するに

至 り入院希望者からは 相当に感 謝 し喜ばれ るに 至つ

た。

     第2節 京都府立結核療養所

 京都府立のsanatoriumの 設置に関 しては,1940年

に筆者が京都府に赴任以来,之 が創設予算を毎年の府

議会に提出,詳 細の説明に当つた次第であるが,之 が

設立の趣旨並に総計画につきては歴代の知事,財 務当

局,府 議会議員諸公 は毎常 大々的賛 成は して くれる

が,さ て議決 となると府財政の惨現況から甚だ不本意

ながらも否決せ られるのが常例であつた。

 ところが,1951年 の府議会に於ては,毎 年余の府会

に於け る微に入 り細に渡る熱心な説明の努力が認めら

れてか,当 初提案以来実に12ケ 年 目に して漸 く議員諸
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公万 場一致 の可決確定 にあつ か り,早 速に 余が設計 通

りの大sanatoriumの 建 設 に着手 し,越 えて1953年 春

に余 が物色 した天下の 名勝天 の橋立近 くの岩滝の里 に

京都府 立与謝 海の結核療養所 と して華やか に発足す る

に至 つたので あ る。

     第3節 保 健所及 び健 康相談 所

 一 般 京都府市 民は 中す に及 ぽず,殊 に各 種 のSch-

ools, factoi・ys, Business officesの 人 達 に対 し ては

結核予 防法規定 のmedical examinationを 施 行 し,

患 者若 しくは要注意者 を発 見 した ら此 等 に対 しearly

diagnosis,treatment and direc乞ionを 行 うと共 に,一

般 民衆 の衛生 思想の普 及徹 底を図 るに は衛 生行政 の第

1線 機関 とも称すべ きHealth centerやUispensary

を府 下 各地 に万辺 な く普 及す べ きであ る と思考 した

るにつ き余 は専 ら厚生 省の趣 旨を 体 し,人 口50,004の

農 山村及 び100,000の 中 都市に は各1ケ 所 宛のHealth

Centerを,其 他 の有 力団 体 等 に 対 しては努 めてDis-

pensaryの 設 置を懲瀬 した。

 このplanを 基 本 とし余は,先 ず京 都府 に於 ては余

の責 任に於 て舞鶴,福 知山,宮 津,網 野.峯 山,綾 部,

亀 岡,周 山,向 陽の9Health Centersを 新 設 し,既

設の八木,井 出,木 津 の3Health Centersを 加 えて

総計12ケ 所 と した。

 京 都市 に在 りては,市 役 所西隣 にmodel hea1th cen・

terを,其 他 に11ケ 所,計12ケ 所 のHealth Centerを,

それ に京都市 内百万遍,孫 橋 の2ケ 所にDispensary

を新 設 した。

 京 大では1941年3月 に結核 研究所 を,民 間 の工場 方

面 では宮木電 気 の社長 が,同 志 の10数 名 を集 めて京 都

工場 保健会 を設立 し,こ れ に附 属のDispensaryを 設

けた。

 余 の主催す る結核予 防会京 都府 支部Y'於 て は西 ノ京

にDispensaryを 設 け る等各 方面 の 協 力に よ りい よい

よT.B preventionに は 一大 活 気が呈せ られ るに至つ

た。

        第4節 健 民 修練 所

 Health Center, T.B dispensary, Sanatoriumと 平

行 してT.Bのpreventionに 重 要 な施 設 と して考 え

られ て居 るのはpreventoriumで あ る こ と は衆 知 の

ところで ある。

 殊 に要注意 者対策 の一手段 と して従 来か ら実施せ ら

れ て居 るSummer schoo1,養 護 学級 等の 開設は 引 き

つ づ き 日赤 及び市町村 の事業 にゆ づ り,余 は 努めて来

年 度の徴 兵適令者 中の要注意 者 と,今 年 度 の徴兵検 査

に於 て乙種 と診定せ られた者 を対 象 とし,此 等を府 立

の3健 民修練所(山 端,伏 見,由 良)に 分割,全 額京
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都府費 を以つ て1ケ 月間収容 訓練を く り返え した ので

あつた が.修 練 生の退所 後の 成績 が意 外に好成績 を示

した ので.京 都 市で も早 速市 内に数 ケ所 の施設 を開設

気勢 を挙 げ るに 至つた。

    第5節 食 糧 並 に栄養品の増 待配

 殊 にT,B patientsのtreatmentに は,何 を おいて

もfrech air, Test and quiet, nutritive foodの3

elementsの 必 要 な ことは 申す まで もない が,今 次戦

争の影響 を受け,遂 には一般 大衆の主 食 まで も配給 制

と相成 つた為 め,食 糧 は各家 とも著 し く不足,不 足を

重ね,遂 にはやれ 野草 だ,や れ家庭菜 園だ,や れ 甘藷

の葉だ とさわ ぎ立 て,随 所に 兄弟摘に せめ ぎ親子,夫

婦の縁 をさい食糧 分配 の多少 か ら切断 す るが如 き情 な

い世 代 と代 つ た折 柄 で は あ つ たが,余 はnutritive

foodを 特 に必 要 とす るT.B patientsに 配 給制 を厳

守 させ るの不合理 を感 じ,殊 更に食糧 の増配 を主 張 し

て経済 当局 と も交渉,1日70g(約0.5合)程 度の米

の増配 とhen's egg, cow's mi韮kの 如 きnutritive

foodの 特 配 を も施 行 しtreatmentの 一 助 とな した 。

     第6節 接 客 業 態 者 の 検 診

 所 謂接 客業態者 と称す るgeisha-girl, licensed pro-

stitute, dancer etcに 対 す るmedical examination

to Tuberculosisも 結 核 予防 法の規定 に よ り年1回 は

之を施 行 しなけ れば な らな い ことに相 成っ て居 るので

あ るが,当 時府に於 け るHealth officersの 手 不 足か

ら3ケ 年1こ1回 施 行 しつつ あつた こ とを突 き止 めた余

は,早 速にplan樹 立 後は毎 年1回 は 必ず全該 当者に

施 行す る様保健 所長 に厳命 し,発 見 され たpatients

及 び 要注意者は 努め てSanatolium, Preventorium

に 入所 せ しめ る等方遺 憾 な きを 期 した。

     第7節 消 毒 所 の 設 置

 patients alld deathsの 住 つた家屋,貸 家は 勿論,

Old clothes, second・hand books. articles etc=こ対 し

ては一応之 を消毒 した後 でなければ 他に譲渡す る こと

の不 可な る ことは保 健衛生 上重要 な事 例で ある。

 故 に余 は不取 孜TB mortalityのhigh raLeな 京

都 市に だけで もd董sinfecゴng stationの 設 置 を懲態

した ところ,こ れ 亦大 な る協賛 を得,京 都市立1,私

立3,計4ケ 所 の消毒所 が早速 に創 設せ られ 活躍す る

に至つ た。

     第8節 窓 明 け 運 動

 京 都 市内 に於 け る旧民家 の大部分は,殊 更に家屋 内

に 日光 の射入 に よる器物,畳 類 の汚染等 を恐 れ て仲二

階 とし,然 か も壁 に は窓 をつけず.つ けて も極 めて小

さい程 度 の風習をそ の ままつづけ来 り居 り,こ うした
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環境 の特 に著 しい西陣裏 通 り方面にT・Bpatientsの

多 発 の実情 に鑑み,窓 明け に よる 日光 射入 の運動 を強

調 し,改 装経 費 の半 額を府 費補 助 とな した。

 最 初 の1ケ 年 にだけで も京 都市 内に120窓 が 明け ら

れ大 きな話題を捲 き起す に至 つた。

     第9節 衛 生思想 の普及徹底

 Tul)erculosisは 文 化 を誇 る京都 市内 に在 りて も相

変 らずhereditary dliseasesの1で 決 してiufectious

diseaseで は な い と信 じその 様に取 扱つ てい る者が意

外 に多数,然 か も相当 イ ンテ リ階級 の人達 の間に も現

存 し居 るの実情 に 鑑 み,余 はgeneral publicに 対 して

は一 層衛生 思想 の普 及徹 底に努 めな ければ な らない と

思考 した ので,余,直 接 に府下 各地 に出張 してlecture

を 行 い或 はCinema, magic lallternを 通 じ て 衛 生

宜伝 に努 める と共 に 福 知 山市 他5ケ 所 を 選 んでHe-

alth exhibitionを 其 地 の保健 所 に開催せ しめた。

 市 町村 及び其 他の団 体 に於 て も 努 めてgamphlet,

leaflet, posterを 作 製大 に宜伝 に 協 力 さ れた ことに

感激 し此 等のposter類 を 掲示 し注意 を 促す べ く府 立

の各 保健所 前には赤 黄緑 色等 のy. ン ラ イ トを廻 ぐら

した1坪 大 の特製大 掲 示板 を設 置 し今 日に及んで居 る。

     第10節BCGと 間 接 撮 影

 余 が樹 てた大結核 予防撲 滅 計画 も府 医師会,両 医科

大 学,日 赤其他か ら図 らず も絶 大 な協力,援 助を賜は

り,各 項 目は順次着 々 と実現 の域 に 到達 し,気 勢亦 頗

る上昇 したので あつた が全 く図 らざ りきであ るearly

diagnosisとpreventionの2方 面 で,可 成 りに大 き

な難関 にぶつかつ て しまつた。

 そ れは 当時の余 の知識 に於 ては,現 在 の ところTu-

berculosisのpleventionに はﾟacille de Calmette

et Guerin(BCG)の 接 種, early diagnosisに は

tuberculin reactio11に ご よる判定 は 中すに及 ば ざる こ

となが ら正確に之 を知 るにはfluoro-roentgenagra-

phy(Fluorographie)(間 接 撮 影)以 上 の ものな しと

信 じ,こ の2方 法 の採用 方を各 方面 に 力説 した のであ

つた。

 と ころがそ の当時は全 国的 に も未 だ研 究中 だけで大

学や大 病院の研 究所以 外 には一歩 も社 会に 出 されず,

況 んやgeneral pubiicに 之 を試み た事例 さえ も無か

つ ただけに仲 々に0.Kと い う協力者 が 現 はれ なかつ

た。

 い やそれ どころか,平 素 か ら至 つ て親 友で あつた 同

僚 の医師 の大 多数 者 も,「Tuberculosisの 診 断 は医師

がstethoscopeに よ り診 定 し来つた ものであ る。それ

を非医師 た るX-ray technicianの 写 した 名刺大位 の
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小 さいphotographで 何 が 分か ら う,medical science

の 冒 読で ある」 とか,「Gopper coinやbuttonの 如 ぎ

ものが呑み込 まれた のな らX-ray examinationだ け

で正確 にそ の存 在場所 も知 られ よ うが1ungのCavern

(Kaverne)やinflammation(Entz�dung)の 如

きは医師 のpercussion, auscultationに よ る に非ず

んば診断は不 可能 であ る。」 とか,「Typhoid feverや

small poxな らpreventive methodも 多 々あ ろ うが

Tuberculosisの 如 きChronic malignant diseaseは 仲

々そ う易 々と問屋 では おろ さない よ」 と非難,攻 撃を

浴 びせか け られた ばか りか果 ては 「今 度広島か ら来た

衛 生課長や その部 下で あ る岡 田,松 田 とい う技 師連の

頭 は一寸 何 うか してい や し ないか,へ た をす る と

Second Lubech caseで も起 す であ ら うよ,ま あお

気 の毒 だが あの3人 は岩倉 のmental hospita1へ で も

行 つて頭 を静 養 して来 た方 が宜 しいん ぢやな か ろ う

か」 とさえ云 うが 如 き悪 口,陰 口を もち よい ち よい と

聞 か され るに至つ た。

 以 上 申述べた 如 く,余 が京 都府 に 於 て始め てTuh-

erculosisのpreventionに は. BCGを, early diagno-

sisに はroentgen(R�tgen)を 使 用 せ よと強 調 し

た1940年 ～1941年 の 頃 は大変 な こ とで,専 心 よく余 の

主張 を体 し之 に賛 同協調 して くれた のは余の課 員であ

る岡田貞 二博 士 と松 田道雄 学士 の2人 だけで,そ の他

は 食はず嫌 も手 伝 つてか.吾 々3人 がneurosis pati-

ents扱 に までせ られた ことは遺 憾 の至 であつ た。

 然 しな が ら其後1y於 け るTuberculous Learning

は年 次著 しき進歩 発達 を遂 げ岡 田,松 田両君 の余が所

長 を兼 務 してい る西 ノ京健 康 相談所に 於け る説 明,技

術,京 大結研 教授 の岩井 孝義 君の通俗 講演,京 都司令

部徴 兵官 の木村 少将 の徴兵 検査時 に於け る 日本最初 の

間接撮 影検査 の採用,そ れ に1937年 以 来,日 本学 術振

興会に於 て熊谷,今 村,岡 博士 等 の 研究 中であ つた

BCGも い よい よ精 細 な人 体実験 を終 り,1943年3月

には,BCGはTuberculosis'に 対 し有効無害 な る確

認発表が あつ た こと等 に よ り,今 迄敬 して遠 ざけ られ

て居 たBCGの 接 種 及びfluoroentgenographyに ょ

るdiagnosisは 漸 次universiiy及 びmedicalworld

は 勿 論 の こ とgeneral publicか らも大 に 関 心を 以つ

てわいわ い と騒 ぎ利 用せ られ来つ た。

 折 も折,1951年 に は法 律 第96号 を 以つ て結 核予 防法

の制定 公布 あ り,各 種 の事業 又は事 務所で業 務に従事

す る各種 学校 の教職 員並に学 徒,各 種 の施設 に収容せ

られて居 る者,市 町村 内に居 住す る30才 未 満 の者等を

対象に毎 年1回 は健康 診断即 ちTuberculin reaction
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positivの 者,其 他担 当の医 師 におい て必要 と認 め る者

に対 しX-rayに よ るfluoroentgenographyの 施 行及

びTuberculin reaぐtion negativ oder falle po-

sitiveの 者 に 対す るBCGの 強 制 的接 種 の義務規 定が

法律 的に実施せ られ る に至 り,当 時 は食 はず 嫌 であ

り,慎 重に と友情 を示 し警戒 して くれ たProfessorや

chief of Healthcenter其 他 の諸 君 も始 めて成程 なあ,

土 屋 課長等 に先 見 の明が あつ たのか,し てや られ た よ

と卒 先すっ か りと吾 党 に代つ て活躍 せ られ る者 が多数

に排 出 した等 に よ り,余 が云 い 出 してか ら僅か数年 に

してgeneral public中 に もす つか りと普及 し, BCG

の 接 種,一 一般 の健 康診 断にご於け るfluoroentgenogra

phyの 卒 先要 求 とまで 知 れ渡 り大 衆化せ ら れ るに至

つ た ことは誠 に嬉 し く,そ れ だけ に往時 を懐想 し うた

た感概 に耐 えない。

     第4章 考 察 並 に 結 論

 1940年 に 余が樹 立 し各方面 に実 施方を懲 瀬 した京都

府結核 予防撲 滅10ケ 年 計画 が多 少な りとも効を奏 して

か,10項 目に亘 るptanも 順 次着 々 と整 備 実現せ ら

れ,当 初 の2,000bedsも10ケ 年 目YTLrは4,000 bedを 越

え るに反 し,tuberculosis deathwは 年hの5,000人 代

か ら4,000人 代,s, ooa人 代.2,000人 代Y'と 逓 減 しa最

近 に至つ ては1,000人 代 以下 に下 降 し}之 を全 国的 に

見 て もRank XX以 下 のlow rateを つ づ け,何 うや

ら筆者 往時 のideal dreamで あ つ たbad narre of

T.B Kyotoを さ つば りと返 上す る に 至 つ た ことは誠

に喜 ば し く,苑 に改 め て親 愛 な る京 都府市民 の各位 に

そ の経 過を御 報告 申上 げ る と同時 にPlan樹 立 公表 以

来 専心御協 力下 さつた 京都 府医 師会 の全 会員,両 医科

大学,日 赤,其 他の大 中 小病院 及 び市 町村,工 場方面

の衛生関 係者 の諸賢並 に 当時 の野間総務 部長閣下 に深

甚 の感謝 を捧 げるは勿論,京 都府 の結核 と中せば省 路

し忘れ る こ との 出来 ない 岡 田,松 田 両 博士 の大 々功

績に対 しては今 で もその努 力 を賞揚 し併 せ て現代Y'於

け る真 のtuberculosis specialistと 崇 め敬意を表 し居

ると ころであ る。

 戴 に一時 はneurasis patient扱 ひ せ られた, pre-

vention and extermination of Tuberculosis in

Kyoto prefectureを 計 画 した往 時 を追想 し余 が京都

府着 任早 々の大 風 呂敷 が強 ち無駄 では なかつた とい う

こ とを強調 し0応 の結末 を つけ る こととす る。
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